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　両親の仕事の関係で子どもの頃から海外に行く機会が多かったので、

将来は私も海外で活躍したいと思うようになりました。それで中学卒業後は

ニュージーランドの高校に留学し、３年間を過ごしました。環境はがらっと変

わりましたが、留学してよかったと思います。一番よかったのは、やはり英語

力を身につけられたこと。あと、海外に行きたい人の中には、環境さえ変え

れば全部うまくいくと思っている人もいますが、今の状況をよりよくするため

には自分自身の力で努力しなければならないと分かったことも。だから多く

の高校生もどんどん海外に出て刺激を受けてほしいですね。

　高校生のみなさんに伝えたいのは、「人生の方針のようなものを早めに

決めておいた方がいい」ということです。例えば、家族を大事にして生きたい

のか、世の中にインパクトを与えることを目指したいのか、好きなことで生き

ていきたいのかなど、「自分の人生で一番大事にしたいことは何なのか」と

いうことです。それが分からなければ、こういうふうに生きたいと憧れるような

ロールモデルを見つけることです。その人から学ぶうちに、自分なりの人生

の方針が決まってくると思います。

　私の場合、一番強かったのは好きなことで食べていきたいということです

ね。私にとっての「好きなこと」とは、誰かから言われたことをやるんじゃなく

て、自分で考えて何かを生み出すこと。元 も々のづくりが好きで、自分が作っ

たものが人に影響を与えることに喜びを感じていました。大学を卒業後、外

資系証券会社に就職して２年弱で退職したのですが、その理由はやっぱり

好きなことで食べていきたいと思ったからです。その後、取りあえず好きなこ

とをやっていった結果、いろいろな出会いがあり、Wantedlyというサービス

を作り、同名の会社を設立しました。Wantedlyは「給料」や「職歴」などの

条件ではなく、「やりがい」や「環境」で求人者と求職者をマッチングする求

人サイトで、現在月間60万もの人に使っていただいています。ということは

それほど多くの人の人生に影響を与えているわけです。そこにやりがいと面

白さを感じています。

　仕事をしていくうえではいろいろ大変なことやうまくいかないこともあります

が、生きることにストレスを感じたり、仕事がつらくて辞めたいと思うことはあり

ません。なぜなら好きなことで食べているからです。休みがそれで潰れても全

然嫌じゃないと思える仕事を見つけられたら、人生勝ちだなと思います（笑）。

　Wantedlyはそういう人、つまり「仕事でココロオドル人を増やす」というミ

ッションを掲げて運営しているんです。「ココロオドル」とは幸福を意味しま

す。仕事でココロオドル人が増えれば、ハッピーになれるし、生産性も上が

り、ひいては国力のアップにもつながります。ただ、働くことの価値観は人そ

れぞれ違うので、日本の就労人口の20%、1200万人くらいがそうなれれば

いいと思っています。そのために日々仕事で心躍らせているんです。
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